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〔記述式解答の採点について〕 
 
第２回 ２ 問 13(2) 
 
【模範解答例】 

 
 地球温暖化の影響で、夏になると北極海の氷が解けるから。（２点） 
 

【採点のポイント】 
  ①地球温暖化やそれに類する現象について触れているか。（１点） 
 ②夏になると北極海の氷が解けて航行しやすくなることが書けているか。（１点）  
  ……①に関して、この問題の設問文の中で注意したいのは、「北極海航路は航行の難し

さから利用されてきませんでした」という部分です。かつて北極海の航行が難し
かった理由は何か、最近は航行しやすくなった理由は何かを考えれば、地球温暖
化という現象について思い当たるはずです。「気温が上昇したことにより」といっ
た表現でも可です。 

 
  ……②については、受験生はさまざまな言葉を使って述べていました。「海が凍らなく

なる」「流氷が見られなくなる」といった表現でも部分点の１点を与えています。 
 
【部分点を与えた解答例】 

 
 砕氷技術が進歩して、北極海も航行可能になったから。（１点） 
 

  ……北極海航路が夏期に使用されるようになった最大の原因は模範解答で示しました
が、砕氷技術の進歩もその原因の一つであると言えます。北極海の氷が船の航行
を難しくしていたことは理解できているので１点与えました。ただし、主要な原
因とは言えないため、２点満点にはしていません。また、単に「航行技術が進歩し
たから」といった表現では、部分点を与えていません。 

 
【得点を与えなかった解答例】 

 
 北極海では、永久凍土が解ける現象が見られるから。（０点） 
 

  ……「永久凍土が解ける」ことと北極海航路が航行可能になることに直接的な関係は
ありません。北極海沿岸の土地で永久凍土が解けているという事実を知っている
ことは評価できますが、この問題の解答としては不適切です。また、この解答で
は、永久凍土の解け始めていることの背景に地球温暖化があることを読み取れま
せん。「北極海の雪が解けているから」という表現についても、「雪」が航行の
妨げになると考えづらいことから、得点を与えませんでした。 

 
 

  

第２回 ３ 問８ 
 
【模範解答例】 

 
 国会では過半数の賛成で議決するため、少数者の権利が軽視されやすいから。 
                                 （２点） 

【採点のポイント】 
 ①国会の議決方法に正しく言及しているかどうか。（１点） 
 ②「少数者」という指定語句を正しく使えているかどうか。（１点）  
  ……基本的人権についての判断を国会での民主主義的なプロセスにゆだねるのはふさ

わしくない理由を問う問題です。  
  ……問題文では、基本的人権についての判断を国会に委ねるべきでない理由について

「国会の議決方法」を挙げています。解答では、まず国会がどのように議決してい
るかを示さなければいけません。国会では、通常の議案は過半数、特別議案の場合
は出席議員の 3分の 2以上、憲法改正については総議員の 3分の 2以上の賛成で
議決します。どの場合でも、「多数派の意見で決められる」ということになりま
す。  

  ……裁判所は、国会が多数決で決定していること自体は否定していません。ただ、基本
的人権にかかわることは多数派の意見で決めるべきではない、と言っているので
す。多数派が差別や偏見に気づいていない場合には、多数決では差別を正すこと
ができず、少数派の権利が侵害され続けることになりかねません。だから、基本的
人権のように全ての人に必ず保障しなければならないものについては、多数決に
委ねるべきではない、ということです。多数決でいい場合もあれば、ダメな場合も
ある、ということが分かっているかどうかが問われています。 

 
【部分点を与えた解答例】 

 
 国会では多数決で議決するので、少数派の意見が通りにくいから。（１点） 
 

  ……ポイント①については書かれていますが、ポイント②については説明できていま
せん。少数者の意見が通りにくいのは、全ての議決について言えることです。「基
本的人権についての問題だから多数決に委ねるべきではない」という説明になっ
ていません。 

 
【得点を与えなかった解答例】 

 
 国会議員は多数派によって選ばれたため、意見が正しくても聞き入れられない 
から。（０点） 
 

  ……ポイント①で触れるべきは国会の議決方法であって、国会議員の選出方法ではあ
りません。議決方法についての言及がないので得点を与えていません。また、指定
語句である「少数者」が使われていないため、ポイント②についても得点を与えて
いません。  


